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男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
費
削

減
を
再
考
し
、
ま
た
、
エ
ル
・
パ
ー
ク
仙

台
は
存
続
す
べ
き
だ
が
、
い
か
が
か
。

　
　
　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
着

実
な
推
進
を
図
っ
て
い
る
が
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
個
々
の
事
業
費
に
つ

い
て
内
容
の
熟
度
や
緊
急
性
の
観
点
か

ら
調
整
を
行
い
、
結
果
と
し
て
前
年
度

を
下
回
る
事
業
費
と
な
っ
た
。

　

エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
は
既
存
施
設
も

抜
本
的
に
あ
り
方
を
議
論
す
べ
き
と
の

考
え
で
検
討
対
象
と
し
た
も
の
で
、
今

後
幅
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
効
率

的
な
運
営
等
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

　
　

　
　
　

確
か
に
継
承
す
べ
き
伝
統
や
文

化
、
歴
史
な
ど
は
あ
る
が
、
そ
の
価
値

観
は
人
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
市
長
と
い
う
立
場
で
伝
統
的
な

価
値
の
尊
重
を
求
め
る
こ
と
に
問
題
が

あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　
　

　
　
　

伝
統
と
は
、
時
代
の
中
で
連
綿

と
受
け
継
が
れ
、
よ
り
よ
き
社
会
・
地

域
を
つ
く
る
上
で
の
精
神
的
拠よ

り
所
と

な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
歴

史
や
文
化
・
倫
理
・
道
徳
等
を
尊
重
し
、

発
展
さ
せ
て
未
来
に
引
き
継
ぐ
と
い
う

考
え
方
こ
そ
が
普
遍
的
な
意
味
や
価
値

を
持
ち
、
仙
台
の
街
づ
く
り
の
基
本
と

し
て
も
重
要
と
確
信
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
市
長
は
市
民
の
意
見
を
聞
く
た
め
の

　

時
間
を
つ
く
る
努
力
を

○
市
職
員
定
数
削
減
の
問
題
点

○
市
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
と
民
間

　

へ
の
支
援
を

○
市
民
の
就
労
支
援
と
雇
用
拡
大
を

○
有
事
を
想
定
し
た「
国
民
保
護
計
画
」

　

は
策
定
す
べ
き
で
な
い
こ
と

　
　
　

構
造
計
算
偽
装
問
題
、
ラ
イ
ブ

ド
ア
問
題
、
防
衛
庁
の
官
製
談
合
問
題

等
、
職
業
倫
理
の
欠
如
に
よ
る
事
件
の

発
生
に
対
す
る
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

公
的
部
門
、
民
間
部
門
を
問
わ

ず
、 

職
業
倫
理
や
広
い
意
味
で
の
「
公
」

に
対
す
る
モ
ラ
ル
、
社
会
性
が
な
い
が

し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
々
生

じ
て
お
り
、
極
め
て
遺
憾
だ
。
特
に
、

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
公
共
利
益
の
た

め
に
勤
務
す
る
公
務
員
は
、
よ
り
高
い

倫
理
観
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
私
自
身
、

ま
た
職
員
に
対
し
て
も
様
々
な
機
会
を

捉
え
て
そ
の
徹
底
を
図
り
、
組
織
全
体

の
モ
ラ
ル
の
高
揚
・
向
上
を
図
る
。

　
　
　

県
や
他
市
町
村
、
各
病
院
と
協

議
し
、
救注

２

急
告
示
病
院
を
機
能
回
復
・

充
実
・
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、
医
師

が
現
場
に
急
行
し
診
察
・
治
療
す
る
体

制
を
作
り
上
げ
る
よ
う
検
討
す
べ
き
。

　
　
　

本
市
の
救
急
告
示
病
院
は
全
国

的
に
見
て
も
少
な
く
、
そ
の
機
能
の
充

実
と
拡
大
に
向
け
、
宮
城
県
救
急
医
療

協
議
会
の
場
で
県
と
と
も
に
働
き
か
け

る
。
ま
た
、
病注
３

院
群
当
番
制
事
業
を
見

直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
が
機
能
分
担

し
な
が
ら
救
急
医
療
に
適
切
に
対
応
で

き
る
体
制
を
確
立
す
る
。
さ
ら
に
、
試

行
運
用
中
の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
検
証
結

果
を
踏
ま
え
、
協
議
会
等
の
場
で
医
師

が
現
場
に
急
行
し
診
療
・
治
療
す
る
体

制
作
り
を
働
き
か
け
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
市
民
と
の
対
話
に
十
分
時
間
を
と
り
、

　

市
民
と
協
働
の
市
政
を

○
少
子
社
会
対
策
の
充
実
拡
大
を

○
男
女
共
同
参
画
社
会
運
動
の
推
進
を

○
遊
技
場
の
問
題
に
つ
い
て

○
歴
史
的
町
名
復
活
に
つ
い
て

　
　
　

市
民
に
と
っ
て
大
事
な
福
祉
施

策
予
算
を
約
三
億
円
減
額
す
る
一
方
で
、

市
街
地
再
開
発
と
土
地
区
画
整
理
の
二

つ
だ
け
で
十
三
億
円
余
も
増
額
し
て
い

る
。
新
「
行
財
政
集
中
改
革
計
画
」
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
た
だ
削
る
や
り
方
は

行
う
べ
き
で
な
い
。「
格
差
社
会
」
拡

大
の
中
、
市
長
は
不
安
と
困
難
を
抱
え

る
市
民
に
光
を
あ
て
、
暮
し
を
守
る
仕

事
に
力
を
集
中
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

都
市
基
盤
の
整
備
は
、
暮
ら
し

や
す
い
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で

不
可
欠
で
あ
る
。
行
財
政
集
中
改
革
計

画
は
事
業
の
必
要
性
・
緊
急
性
等
優
先

順
位
を
見
定
め
、
健
全
な
財
政
運
営
の

構
築
に
向
け
取
り
組
む
。
社
会
格
差
の

問
題
は
、
努
力
し
た
者
が
報
わ
れ
る
社

会
こ
そ
が
健
全
と
考
え
る
が
、
一
方
で

十
分
な
配
慮
が
必
要
で
、
市
民
の
暮
ら

し
の
現
状
把
握
に
も
十
分
取
り
組
む
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

国
民
保
護
計
画
は
、
住
民
避
難

よ
り
敵
へ
の
反
撃
が
優
先
さ
れ
、
市
民

の
安
全
に
全
く
寄
与
し
な
い
。
戦
争
に

歯
止
め
を
か
け
る
地
方
自
治
体
の
役
割

の
放
棄
に
つ
な
が
る
。
計
画
策
定
を
し

な
い
判
断
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
　
　

国
民
保
護
法
に
お
け
る
国
と
地

方
自
治
体
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
外
交

や
防
衛
は
国
の
専
管
事
項
で
、
一
義
的

に
は
国
の
責
任
で
対
処
す
べ
き
も
の
だ
。

一
方
、
市
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産

を
守
る
こ
と
、
い
か
な
る
態
様
の
危
機

に
も
そ
の
対
処
方
法
や
手
続
な
ど
あ
ら

か
じ
め
準
備
し
て
お
く
こ
と
は
、
市
長

と
し
て
の
大
変
重
要
な
責
務
だ
。
本
市

に
お
い
て
も
国
民
保
護
計
画
を
諮
問
す

る
国
民
保
護
協
議
会
を
条
例
議
決
後
早

期
に
設
置
し
、
本
計
画
を
作
成
し
た
い
。

ナ
ー
向
上
に
加
え
、
附注
１

置
義
務
駐
輪
場

の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
の
制
度
見
直

し
や
、
受
け
皿
確
保
と
し
て
路
上
駐
輪

場
設
置
の
モ
デ
ル
事
業
等
を
実
施
す
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
新
設
さ
れ
る
子
供
未
来
局
に
つ
い
て

○
介
護
保
険
制
度
改
正
に
つ
い
て

○
Ｊ
Ｒ
「
東
北
福
祉
大
前
」
新
駅
な
ど

　

も
渋
滞
解
消
・
環
境
改
善
の
た
め
に

　

ア
ク
セ
ス
30
分
構
想
に
取
り
入
れ
よ

○
観
光
客
誘
客
へ
の
今
後
の
戦
略

○
経
済
活
性
化
に
向
け
て
の
諸
施
策

○
東
西
線
事
業
の
推
進
と
市
民
協
働

　
　
　

こ
れ
か
ら
の
市
政
推
進
の
ビ
ジ

ョ
ン
は
、
市
民
と
と
も
に
創
り
上
げ
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

ま
た
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
ど
の
よ

う
に
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

　
　
　

都
市
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
都
市
の
活

力
の
創
造
等
の
観
点
か
ら
、
今
後
の
都

市
の
姿
を
打
ち
出
す
も
の
で
あ
る
。

　

地
下
鉄
東
西
線
の
建
設
等
も
見
越
し

た
様
々
な
視
点
に
立
ち
、
ま
た
市
民
と

も
課
題
認
識
を
共
有
し
な
が
ら
、
仙
台

の
将
来
像
と
必
要
な
政
策
の
あ
り
方
を

検
討
し
、
策
定
し
て
い
く
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
新
年
度
に
は
、

新
た
な
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

を
策
定
す
る
ほ
か
、
都
市
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
政
策
を
戦
略
的
に
展
開
す
る
。

　
　
　

　
　
　
「
安
全
安
心
街
づ
く
り
基
本
計

画
」
に
盛
り
込
む
具
体
的
な
内
容
は
。

ま
た
、
都
心
部
の
放
置
自
転
車
対
策
に
、

今
後
、
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
　
　

　
　
　

市
民
個
人
や
地
域
の
防
犯
能
力

を
高
め
る
施
策
、
特
に
子
供
や
高
齢
者

を
犯
罪
か
ら
守
る
な
ど
、
犯
罪
の
抑
止

に
も
つ
な
が
る
施
策
に
つ
い
て
多
方
面

か
ら
検
討
し
、
策
定
す
る
。

　

放
置
自
転
車
対
策
は
、
利
用
者
の
マ

　
　
　

東
西
線
の
開
業
に
間
に
合
う
よ

う
に
沿
線
の
街
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
手
法
に
加
え
、
必
要
な
駅

を
い
く
つ
か
選
定
し
、
街
づ
く
り
の
実

施
主
体
や
具
体
的
な
手
法
・
エ
リ
ア
等

を
決
め
、
沿
線
街
づ
く
り
を
加
速
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

　
　
　

現
在
、
開
業
時
期
が
見
通
せ
る

重
要
な
時
期
で
あ
り
、
開
業
時
ま
で
に

具
体
的
な
成
果
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、

よ
り
戦
略
的
な
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
東
西
線
の
利
用
増
進
に
つ
な
が
る

重
要
な
駅
周
辺
地
区
に
お
い
て
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
街
づ
く
り
の
推
進
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
ご
提
案
も
十
分
考

慮
に
入
れ
積
極
的
に
検
討
す
る
。

　
　
　

市
長
と
し
て
の
公
的
な
発
言
は
、

ま
ず
仙
台
市
長
と
し
て
の
立
場
を
優
先

す
る
と
と
も
に
、
一
政
治
家
と
し
て
発

言
す
る
場
合
も
、
市
長
の
立
場
と
矛
盾

し
な
い
よ
う
、
十
分
な
配
慮
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
　

仙
台
市
長
は
、
場
面
に
よ
っ
て

は
様
々
な
立
場
で
の
発
言
が
求
め
ら
れ

る
が
、
市
議
会
等
に
お
け
る
発
言
は
地

方
自
治
体
の
長
と
し
て
の
見
解
が
優
先

さ
れ
る
。
一
方
、
政
治
家
と
し
て
の
信

念
に
基
づ
き
発
言
す
る
こ
と
も
必
要
と

考
え
て
い
る
。
自
ら
の
信
条
を
率
直
に

市
民
に
語
り
か
け
た
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
市
長
と
し
て

の
発
言
の
重
さ
に
十
分
に
意
を
用
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
道
州
制
を
展
望
し
た
都
市
づ
く
り

○
県
の
市
町
村
合
併
構
想
へ
の
対
応

○
ガ
ス
事
業
の
民
営
化
の
推
進

○
タ
イ
と
の
定
期
航
空
路
の
開
設

○
国
立
科
学
博
物
館
の
本
市
へ
の
誘
致

　
　
　

地
方
主
権
や
安
全
安
心
が
課
題

と
さ
れ
る
今
日
、
目
指
す
べ
き
仙
台
の

具
体
的
な
将
来
像
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

仙
台
を
市
民
に
と
っ
て
住
み
よ

く
、
快
適
で
、
誇
り
を
持
て
る
街
に
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
も

都
市
の
景
観
、
品
格
、
活
力
の
い
ず
れ

も
世
界
に
通
用
す
る
高
い
水
準
が
求
め

ら
れ
る
。
本
市
は
豊
か
な
環
境
、
学
術

的
な
集
積
、
様
々
な
市
民
活
動
等
豊
か

な
資
産
を
持
ち
、
高
い
可
能
性
に
満
ち

た
都
市
で
あ
り
、
歴
史
や
伝
統
を
大
切

に
し
た
ボ
ス
ト
ン
の
都
市
づ
く
り
等
を

目
標
と
し
な
が
ら
、
仙
台
と
し
て
の
街

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

市
長
、
知
事
相
互
の
信
頼
関
係

を
基
礎
と
し
て
県
市
間
の
問
題
解
決
を
。

加
え
て
、
東
北
の
リ
ー
ダ
ー
都
市
と
し

て
広
域
観
光
な
ど
の
連
携
強
化
を
。

　
　
　

県
と
の
関
係
は
、
広
い
視
野
と

長
期
的
な
視
点
に
立
ち
一
層
強
化
す
る

べ
き
で
、
率
直
な
意
見
交
換
を
し
未
来

を
志
向
し
た
関
係
を
築
い
て
い
く
。
東

北
各
都
市
・
地
域
と
の
連
携
は
、
総
論

だ
け
で
は
な
く
資
源
を
生
か
し
合
う
具

体
的
な
行
動
が
必
要
で
あ
り
、
観
光
や

新
産
業
創
造
等
テ
ー
マ
に
基
づ
く
連
携

を
実
践
し
東
北
の
未
来
を
切
り
拓
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
安
全
安
心
街
づ
く
り
条
例

○
防
災
体
制
の
充
実
と
自
衛
隊
、警
察
、

　

消
防
等
の
連
携
強
化

○
今
後
の
学
力
向
上
策
と
基
礎
学
力
の

　

徹
底
的
な
涵
養
策
に
つ
い
て

○
地
下
鉄
東
西
線
の
加
速
的
推
進
を

○
南
北
線
に
可
動
式
ホ
ー
ム
柵
設
置
を

○
あ
す
と
長
町
の
空
中
中
華
街
構
想

○
音
楽
堂
用
地
に
市
立
病
院
の
立
地
を

問答

問答

問答

問答

問答

問答

問

答

問

答

問答

問

答

問答

問答

23

○
一
般
会
計
（
主
な
補
正
予
定
項
目
）

・ 

泉
総
合
運
動
場
や
泉
岳
少
年
自
然
の

　

家
な
ど
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
事
業
費

　

と
し
て
、
五
千
三
百
万
円
を
計
上
す

　

る
も
の

・ 

小
中
学
校
の
耐
震
補
強
事
業
費
と
し

　

て
、
十
三
億
千
九
百
万
円
を
計
上
す

　

る
も
の

　
　
　
　
　

 

（
主
な
項
目
）　
　
　
　

○
安
全
安
心
街
づ
く
り
条
例

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
の
実

　

現
の
た
め
、
犯
罪
の
発
生
す
る
機
会

　

を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み
に
関
し
、

　

基
本
計
画
を
定
め
る
等
の
も
の

○
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
関
す

　

る
条
例

　

 

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」 

の
制
定
に

　

あ
わ
せ
、
障
害
区
分
を
認
定
す
る
審

　

査
会
の
委
員
の
定
数
を
定
め
る
と
と

　

も
に
、
罰
則
を
設
け
る
も
の

○
食
育
推
進
会
議
条
例

 　
「
食
育
基
本
法
」
の
制
定
を
考
慮
し
、

　

食
育
推
進
会
議
を
設
置
す
る
と
と
も

　

に
、
そ
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必

　

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

○
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対
処

　

事
態
対
策
本
部
条
例

　

 

「
国
民
保
護
法
」
の
制
定
に
伴
い
、          

  

国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対
処  

  

事
態
対
策
本
部
に
関
し
必
要
な
事
項

　

を
定
め
る
も
の

○
国
民
保
護
協
議
会
条
例

　

 

「
国
民
保
護
法
」
の
制
定
に
伴
い
、

　

国
民
保
護
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営

　

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
等
の

　

も
の

○
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例

　

企
画
局
の
事
務
及
び
市
民
局
の
事
務

　

を
統
合
し
て
企
画
市
民
局
を
設
置
す                 

  

る
と
と
も
に
、
子
供
の
保
健
福
祉
及

　

び
健
全
育
成
に
関
す
る
事
項
を
担
当

　

す
る
子
供
未
来
局
を
設
置
す
る
も
の

○
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例

　

職
員
定
数
を
百
五
十
三
名
減
ら
し
、

　

一
万
百
七
十
九
人
に
改
定
す
る
も
の

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
、
旅
費
、
費

　

用
弁
償
の
額
並
び
に
そ
の
支
給
方
法

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例

  

議
員
等
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
月
額

　

と
期
末
手
当
を
減
額
す
る
等
の
も
の

条
例
な
ど 　今定例会に提出された議案９３件の

うち９２議案が可決され、成立しまし

た （８面の賛否一覧表をご参照くださ

い）。  以下、成立した議案の一部を紹

介いたします（議員提出議案について

は、８面でご紹介しています）。

　なお、予算の審議については、６・

７面の特集 「予算等審査特別委員会」

をご覧ください。

議案の紹介議案の紹介平
成
十
七
年
度
補
正
予
算

○
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
長
等
の
給
料
月
額
と
期
末
手
当
を

　

減
額
し
、
更
に
平
成
十
四
年
四
月
か

　

ら
の
給
料
月
額
の
定
率
減
額
措
置
を

　

一
年
間
延
長
す
る
等
の
も
の

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

　

市
職
員
の
特
種
勤
務
手
当
の
種
類
や

　

支
給
さ
れ
る
職
員
の
範
囲
を
縮
小
し
、

　

支
給
額
の
改
定
を
行
う
等
の
も
の

○
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

　

一
月
当
た
り
三
千
円
を
超
え
な
い
範

　

囲
内
の
額
で
個
人
使
用
に
係
る
定
期

　

券
を
発
行
で
き
る
こ
と
と
し
、
勤
労

　

者
体
育
館
の
名
称
を
若
林
体
育
館
に

　

改
め
る
等
の
も
の

○
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

二
日
町
駐
車
場
、
勾
当
台
公
園
地
下

　

駐
車
場
及
び
仙
台
駅
東
口
駐
車
場
の

　

料
金
計
算
の
設
定
を
細
分
化
・
減
額   

　

一
路
線
を
市
道
と
し
て
認
定
し
、
砲

　

兵
営
前
通
線
ほ
か
三
路
線
を
廃
止
す

　

る
も
の　

○
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例

　

平
成
十
八
〜
二
十
年
度
ま
で
の
第
一

　

号
被
保
険
者
（
本
市
の
区
域
内
に
住

　

所
を
有
す
る
六
十
五
歳
以
上
の
者
）

　

の
保
険
料
率
を
定
め
る
等
の
も
の

  ○
宮
城
県
公
安
委
員
会
の
委
員
の
推
薦

   　
　
　

 　
　
　
　

藤
　

三
郎
助

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　

吉
良　

智　
　
　

菅
原　

英
空

　
　

中
澤　

康
博　
　

橘
川　

光
男

　
　

橋　

し
げ
子　

堀
内　

政
司

　
　

大
西　

憲
三　
　

森
山　

博

　
　

増
澤　

ま
さ
子　

小
野　

和
徳

　
　

國
吉　

信
子　
　

大
泉　

静
子

　
　

内
田　

正
之

○
収
入
役
の
選
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
原　

周
二

　

す
る
と
と
も
に
、
泉
中
央
駅
前
駐
車

　

場
の
管
理
及
び
料
金
の
収
受
を
指
定

　

管
理
者
に
行
わ
せ
る
等
の
も
の

○
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

　

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

　

出
花
東
地
区
計
画
・
あ
す
と
長
町
南

　

部
地
区
計
画
及
び
泉
パ
ー
ク
タ
ウ
ン

　

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
区
計
画
の
区
域

　

内
の
建
築
物
に
関
す
る
制
限
の
制
定

　

又
は
変
更
す
る
も
の

○
財
産
の
取
得
に
関
す
る
件

     

・
台
原
緑
地
用
地
を
取
得
す
る
も
の

      

・ （
仮
称
）
市
立
広
瀬
第
二
小
学
校
用

　

地
を
取
得
す
る
も
の　

○
町
の
区
域
を
あ
ら
た
に
画
す
る
件

　

あ
す
と
長
町
地
区
（
郡
山
・
長
町
・

　

八
本
松
・
諏
訪
町
の
一
部
）
の
町
名

　

を
「
あ
す
と
長
町
」
と
す
る
も
の

○
市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
に
関
す

　

る
件

　

川
内
旗
立
線
（
そ
の
四
）
ほ
か
二
十

東
西
線
沿
線
街
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
速
的
推
進

市
長
と
し
て
の
発
言
の
あ
り
方

職
業
倫
理
の
確
立
を

救
急
医
療
体
制
の
確
立
を

 　笠原　哲　議員

　八島　幸三　議員

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

充
実
を

都
市
づ
く
り
と

　
　
　
　
　

そ
の
進
め
方
に
つ
い
て

右から市長、県知事、JR 東日本仙台支社長 
( デスティネーションキャンペーンにて )現在、試行運用中のドクターカー

市
政
方
針
に
お
け
る

　
「
伝
統
的
な
価
値
の
尊
重
と
継
承
」

エル・パーク仙台の市民活動スペース

東西線の車両イメージ
（デザインは検討中）

安
全
安
心
街
づ
く
り
条
例
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
連
し
て

点字ブロックをふさぐ放置自転車

フォーラムフォーラム
仙 　仙 　　　　台　台

社民党社民党

公明党公明党

みらいみらい
仙　台仙　台
西澤　啓文　議員

佐藤　正昭　議員

改革ネット改革ネット
仙　　　台仙　　　台

日　本日　本
共産党共産党

県
市
間
の
新
た
な
関
係
の
構
築
と

　

東
北
各
都
市
、
各
地
域
と
の
連
携

市
長
の
施
政
方
針
と
都
市
ビ
ジ
ョ
ン

　花木　則彰　議員

市
民
の
安
全
に
役
立
た
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

国
民
保
護
計
画

市
民
の
暮
ら
し
に　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

光
を
あ
て
る
市
政
に

人　

事


